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次に第 4 章では，遠隔看護介入モデルが，入院リスクの軽減，QOL の維持・向上に有用
であるかを検証した．入院を繰り返す 65 歳以上の慢性心不全患者 11 名にビデオ通話によ
る看護介入を 1 年間実践し，介入前・中・後の入院回数と入院期間，体重，血圧，BNP 値
と，介入前後の QOL の比較・検討を行った．その結果，介入前の入院回数は全員が 2～5回






























オ通話機能を使用し，退院から 1か月間は週に 1回，退院後 2～12か月間は１か月に 1回





性心不全患者 11 名にビデオ通話による看護介入を 1 年間実践し，介入前の入院回数は全
員が 2～5 回／年だったのが，介入中は 9 名に入院はなく，その内 5 名は介入後の 1 年間
も入院することなく在宅での生活を維持できていたという結果から．遠隔看護介入モデ
ルの有用性が実証されている．さらに，介入 15 回のすべてをビデオ通話で行うことので
きた 3 名を対象に，遠隔看護介入での看護師と患者のやり取りに対して，介入序盤 6 回
（3 か月）と終盤 4 回（4 か月）で比較した結果から，序盤には【自覚を促す・解釈を助
ける】に関わるやり取りが多く見られるが，終盤には減少し，セルフモニタリング性が
高まったという患者の変容が明らかにされている．ここでの介入記録に基づく詳細な分
析による患者のセルフモニタリング向上の検証方法は質的評価の観点からも高く評価で
きる． 
本研究を通して，慢性心不全患者のセルフモニタリングを促す遠隔看護介入モデルは，
高齢者であっても，月1回程度の遠隔での看護師と患者のやり取りによりセルフモニタリ
ングが高まり，再入院の回避につながる効果的で実用性の高い介入方法であることが検
証された．感染症の流行時でも，遠隔看護により感染症罹患のリスクを避けながら必要
なタイミングで安全に介入でき，患者が安心できる実践的な方法として，今後，地域包
括ケアシステムでの運用など広く現場に導入されることが大いに期待できる． 
以上を総合して本審査委員会は，本論文が「博士(応用情報科学)」の学位論文に値す
るものと全員一致で判定した． 
 
